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下大和田・小山町谷津田だより －2024 年 ５月 No.267 号－ 

【活 動 報 告】 
 

＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 291回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2024 年 ４月 ７日（日）くもり 報告：田中正彦 

開発問題もあって、米づくりができない春を迎えました。谷津田に

苗床はありませんが、ニホンアカガエルのオタマジャクシやメダカな

どは、いつものように活動しています。開発計画による影響で歩けな

くなった場所もありますので、今回の観察は森を中心に道沿いの生き

ものを見つけながら歩くことにしました。 

森の中では、ウラシマソウやミツバツチグリなどが咲き始めていま

した。アオキの雄花と雌花の違いを観察したり、メジロの古巣を見つ

けてその精巧な作りに参加者一同感心しきりでした。雨上がりだった

こともあり、田んぼからはシュレーゲルアオガエルの大合唱が聞こえ、

大型カタツムリのミスジマイマイが姿を見せていました。シュンランやウグイスのさえずりにも春の訪れを

感じることができました。最後に記念写真を撮影して解散となりました。 

参加者１４名（大人１０名、大学生４名） 

 

     

森と水辺の手入れ「ごみ拾いと森の草刈り」 2024 年 ４月２１日 晴れ        報告：平沼勝男 

新緑の美しい季節になりました。日差しはそれほど強くなく、作業で

やや汗ばむ程度の気温。作業には適した陽気になりました。 

最初の作業は畑作業です。耕された畑にマルチシートを敷き、空いた

穴にサトイモの種芋を植えました。同じように落花生も植えました。収

穫が楽しみです。以前、麦踏をした麦もだいぶ育っていました。麦畑は

美しいですね。 

次に、ゴミ拾いをしました。場所は新たに管理することができるよう

になった森です。坂の下で目立たない場所ですが、細い通りに面してお

り、車が停められるスペースがあるせいか、ものすごいゴミの量でした。

過去に次から次へと捨てられてきたのでしょう。燃えるもの、燃えないもの、空き缶、空き瓶、家庭から出て

来たゴミ、換気扇の残骸、古タイヤ、明らかに産業廃棄物とみられる板ガラス、正体のわからない樹脂等。大

きなフタつきのゴミ箱も中身入りで捨てられていました。驚くばかりの有様です。 

量もすごいのです。しかし、それ以上に驚いたのは、これらをきれいに片付けてしまった事です。斜面でブ

ッシュの中と大変な作業でしたが、チームワークよく片付けてしまいました。今日来たメンバーは凄いです。

笑顔で集合写真を撮影。それでも時間が余ったので、台地の上の草刈りと、水路にウシガエルの罠設置（４か

所）、トンネル脇のＵ字溝のお掃除をしました。 

参加者１５名（大人２１名、大学生１名、中学生 1名、小学生１名） 

 
 

森の手入れ「ラベンダーとイチゴの移植」 2024 年 ４月２７日 小雨のちくもり   報告：平沼勝男 
あいにくの雨でした。小雨でしたがこの天気で参加をあきらめた人も多

かったのではないでしょうか。恨めしい雨です。少ない人数でしたが、

最初に行ったのは森の中の観察会です。キンランが美しく、しかもたく

さん咲いていました。 
この日の作業は畑です。用意してきたラベンダーの苗 87 本を土に植え

ます。畑の作業をする頃には雨は上がっていました。耕運機で耕しても

らった畑の土はふかふかで、歩くと深い足跡ができます。そのふかふか

の土にシャベル片手にラベンダーを植えました。 
等間隔に並べて植えました。いつしか美しいラベンダー畑になるでしょう。ついでにイチゴも植えました。

これは苗を買ったのではなく、野原に生えているイチゴの苗を見つけて移植。移植先はラベンダーの畝と畝の

間です。このイチゴはかつて植えられていたもののようです。少ない人数でしたが、和気あいあい、楽しい作

業でした。                               参加者５名（大人５名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



＜小山町での活動＞  

☆第 224回 小山町 ＹＰＰ「苗代づくり２」 2024年 ４月 ６日 小雨   報告：赤シャツ親父 

 朝の気温は 10℃以下、時折しょぼしょぼ雨降るはっきりしない天気。主な作業はアザミ谷への緑米の苗代設

置であったが、新導入の割竹で組んだ基部、くせつけを行った割竹アーチを用い超迅速に設置完了、引き続き、

アザミ谷全体の畦整備と水回りの調整を行った。いつしか、やや薄日も届き、穏やかな陽気へ変化すると、ツ

バメの飛来も確認された。なお、先行して田植えを行う予定の大椎小の苗代には育苗シートをかけ生長の加速

を願う。のみならず、全ての苗に元気に育ってほしいと願うばかりである。  参加者４名（大人４名) 

 
【谷津田・季節のたより】 2024年 ４月 

＜下大和田町＞ 報告：平沼勝男 

4/14 水がぬるむとザリガニも活発になっているようで、5～6個の穴をふさぐ。アライグマの足跡が至る

所にあり、しかも大小さまざま。水面をホソミイトトンボが沢山飛び交ってた。 

4/27 田の水管理。シュレーゲルアオガエルが元気に鳴く。カルガモのつがいが田んぼに。野鳥のさえず

りがにぎやか。キジ、ウグイス、シジュウカラ、ヒクイナ（複数）、メジロ、キビタキ、アカハラ。 

森に入ると私の好きなサンショウの若葉の香りがしました。林床ではたくさんのキンランが咲き誇

り、ギンランも可憐なつぼみを付けていた。 

 

＜小 山 町＞ 報告（た：たんぽぽ、赤：赤シャツおやじ、高：高山） 
4/13  あかがえる田んぼにアオサギ 3羽飛来、シオヤトンボ今季初めて見る(た)、暖かさに誘われてシオ

カラトンボまで羽化、シオヤトンボは水辺を離れて丘の上の畑にも来ていた、あぜではトキワハゼや

ニョイスミレ、林ではウラシマソウなど春の草花が一斉に開花し、ウワミズザクラも花開く（高） 

4/14  田んぼのあぜの近くにシュレーゲルアオガエルの卵塊（高） 

4/17  今春初めてキビタキのさえずりを聞く（高） 

4/19  旅立ち前のアオジがあちこちでさえずりの練習（高） 

4/26  林でフジが咲き始める、もう旅立ったと思っていたクサシギの声を聞く、ゴミグモやオオシロカネ

グモなどクモたちも出現（高） 

4/27  小山の田植えが始まる。レギュラーのリスさんこんにちは (た)、ケラやヒメギスの鳴き声を聞く（高） 

4/28  カワトンボ出現、ヤマドリが豪快な羽音を立てて飛翔(赤) 

4/29  田んぼの草取りをしている手元にホソミオツネントンボが現れる、カラスアゲハが田んぼに吸水に

来ていた（高） 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,  

＜下大和田谷津田＞          E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
      

・森と水辺の手入れ 

日 時：2024年 ５月１９日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止 

内 容：雑木林を維持するために、アカメガシワやイヌザンショウなどの低木の処理を行います。 
持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

 
・第 292回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2024年 ６月 ２日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 
内 容：緑深まる谷津田。盛んに飛び回るチョウやトンボなどを観察しながら谷津を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 
 

＜小山町谷津田＞ 

▼第 226回 小山町ＹＰＰ「コシヒカリの田植え」 
今期最初の田植えを行います。 
日 時 : 2024年 ５月１１日(土)  １０時００分～ ☆小雨実施 

場 所 : 小山町谷津田 

上記に限らず、参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい 
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